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BizTalk Server 2006 へのアップグレード
最終更新日 : 2006 年 3 月 20 日
このドキュメントでは、Microsoft BizTalk Server 2006 のアップグレード プロセスの概要と、アップグレードの考慮事項を示し、Windows Server 2003 で実行される BizTalk Server 2004 (Service Pack 1) をアップグレードするための手順について説明します。
既知の問題点
BizTalk Server 2006 をアップグレードするにあたっては、このドキュメントと共に、
Microsoft BizTalk Server 2006 の Readme をお読みください。Readme には、このリリースの
 BizTalk Server 2006 に関する最新の重要な情報が含まれています。Readme ファイルは http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=47124 にあります。
サポートされているアップグレード パス
BizTalk Server 2006 でサポートされているアップグレード シナリオは次のとおりです。
BizTalk Server 2000 および BizTalk Server 2002 からのアップグレード
BizTalk Server 2000 から BizTalk Server 2006 への直接アップグレードはサポートされていません。まず BizTalk Server 2000 から BizTalk Server 2002 にアップグレードしてから BizTalk Server 2006 にアップグレードする必要があります。BizTalk Server 2002 から BizTalk Server 2006 にアップグレードする前に、アプリケーションと設定を移行する必要があります。BizTalk Server 2002 から BizTalk Server 2006 に移行するには、Visual Studio 2005 から新しい BizTalk Server 移行プロジェクトを開始し、ウィザードに従って移行を開始します。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=61910 を参照してください。
注   BizTalk Server 2000 は、2006 年 6 月 30 日で主なライフサイクル サポートを終了します。
BizTalk Server 2004 からのアップグレード
BizTalk Server 2004 (Service Pack 1) から BizTalk Server 2006 へのアップグレードはスムーズに実行できます。次の表に、SKU に基づいてサポートされているアップグレード シナリオを示します。
	BizTalk Server 2004 Edition 
(Service Pack 1)
	BizTalk Server 2006 Developer Edition
	BizTalk Server 2006 Standard Edition
	BizTalk Server 2006 Enterprise Edition

	Developer
	可
	不可
	不可

	Partner
	不可
	可
	可

	Standard
	不可
	可
	可

	Enterprise
	不可
	不可
	可


BizTalk Server 2006 の以前のビルドからの
アップグレード
次の表に、BizTalk Server 2006 の旧リリースのビルドでサポートされているアップグレード パスを示します。
	BizTalk Server 2006 の旧リリースのビルド
	BizTalk Server 2006

	Beta 1
	サポートされていません

	CTP
	サポートされていません

	Beta 2
	サポートの可否

	RC
	サポートの可否


アップグレード プロセスの概要
BizTalk Server 2006 のインストール時に、BizTalk Server セットアップ プログラムによって、
BizTalk Server 2004 コンポーネントが存在するかどうかが確認されます。BizTalk Server 2004 コンポーネントが削除されている場合は、アップグレード パスに従ってアップグレードのみを実行できます。BizTalk Server 2006 のクリーン インストールを実行する場合、まず BizTalk Server 2004 をアンインストールする必要があります。BizTalk Server 2004 のアンインストール方法の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=22120 にある『BizTalk Server 2004 インストール ガイド』の「BizTalk Server 2004 のアンインストール (Uninstalling BizTalk Server 2004)」を参照してください。
アップグレード プロセスでは、BizTalk Server 2004 の構成情報がすべて保存され、BizTalk Server 2006 にインポートされます。アップグレード プロセスで新機能の削除や追加を行うことはできません。BizTalk Server 2006 だけに装備されている新機能を設定するには、アップグレードが完了してから行ってください。
アップグレード プロセスでは次の処理が行われます。
1. ソフトウェアの前提条件を満たしていることを確認します。
2. BizTalk Server サービスが実行されていないことを確認します。
3. エンタープライズ シングル サインオンをアップグレードします。
4. BizTalk Server データベースをアップグレードします。
5. BizTalk Server 2004 をアンインストールします。
注   BizTalk Server 2004 のファイルおよびレジストリのエントリがすべて削除されます。ただし、構成情報はすべて保存されます。
6. BizTalk Server 2006 をインストールします。
注   BizTalk Server 2006 のセットアップでは、Web サイトまたはダウンロード済みの CAB ファイルから必要コンポーネントをインストールできます。CAB ファイルおよび CAB ファイルに含まれているソフトウェアのダウンロード場所については、「テクニカル リファレンス付録」の「再配布可能な CAB ファイル」を参照してください。
7. BizTalk Server 2004 の構成が BizTalk Server 2006 の構成にマップされます。
BizTalk Server 2006 へのアップグレードに関する考慮事項
このセクションには、BizTalk Server 2006 にアップグレードするときに考慮すべき情報が記載されています。
全般的な考慮事項
BizTalk Server 2006 にアップグレードするときは、次の点を考慮してください。
アップグレードの前に
· アップグレードを実行するユーザーには次の権限が必要です。
· ローカル コンピュータの管理者
· SQL サーバーの SQL システム管理者の権限
· BizTalk Server 管理者
· SSO 管理者
· ネットワーク サービス アカウントには、%windir%¥temp への書き込みアクセス許可が必要です。
· BizTalk Server 2006 で BizTalk Web サービスを公開する場合は、IIS 6.0 共有ファイル コンポーネントをインストールする必要があります。IIS 共有ファイルは、次の場合に必要です。
· ASP.NET Web サービスをホストするランタイム コンピュータで必要です。
· BizTalk アプリケーションをパッケージ化する管理コンピュータで必要です。
· 統合データベースでのビルド間のアップグレードはサポートされていません。BizTalkMgmtDb データベースを使用するように １ つ以上の BizTalk Server 2006 データベースを構成する場合、最新バージョンの BizTalk Server 2006 にはアップグレードできません。 

· Analysis Services データベースでアップグレードを実行するには、
SQL Server 2000 Analysis Services クライアント ツールをコンピュータにインストールする必要があります。
· アップグレード時に、マスタ シークレット サーバーを実行している必要があります。ローカルで実行するかリモートで実行するかにかかわらず、アップグレード時に SSO データベースをホストする SQL サーバーを実行していることを確認してください。
· BizTalk Server 2004 バージョンの MQSeries アダプタおよび MSMQ アダプタがコンピュータにインストールされている場合、BizTalk Server 2004 バージョンの MQSeries および MSMQ アダプタ用に構成されていた既存の受信場所および送信ポートはすべて、アップグレード後もそのまま維持されます。
· ビジネス アクティビティ サービスをアップグレードする場合、アップグレードする前に、BAS サイトを TPM データベースに同期することをお勧めします。Sync コマンドの実行方法の詳細については、BizTalk Server 2004 ヘルプの「BAS データを同期する方法」を参照してください。
· アップグレードの実行時に、BAM データ変換サービス (DTS) パッケージを実行しないでください。実行すると、データが失われたり、キューブが破損する場合があります。
アップグレードの後に
· BizTalk Server 2006 にアップグレードしたら、BizTalk Server 2004 にロールバックすることはできません。
· 致命的な障害が発生した場合、BizTalk Server 2006 セットアップでは障害の発生時点で実行が停止され、アップグレード プロセスが終了します。障害の発生までに行われた構成をロールバックすることはできません。BizTalk Server 2004 サーバーをリビルドし、SQL Server データベースを復元する必要があります。
· アップグレードした後は、イベント ビューアの BizTalk Server 2004 イベント ログ エントリにアクセスできなくなります。イベント ログ エントリを参照するには、次の操作を行います。
1. BizTalk Server 2004 コンピュータまたは CD から BizTalk Server 2004 コンピュータ上の別の場所に btsmsg.dll をコピーします。
2. btsmsg.dll の名前を btsmsg_2004.dll に変更します。
3. regsvr32 を使用して btsmsg_2004.dll を登録します。
· 次の BizTalk Server 2004 制限パラメータは、その設定が使用されなくなるので、
BizTalk Server 2006 にアップグレードされません。
· 下限と上限の Watermark
· 下限と上限の Sessionmark
· 下限と上限の Memorymark
· アップグレード プロセスでは、カスタム コンポーネントやコードは変更されません。
.NET Framework 2.0 で変更、推奨、または削除されたメソッドを使用するオーケストレーション、参照アセンブリ、カスタム パイプライン、Functoid、アダプタなどの BizTalk Server アイテムを使用する場合、新しいフレームワークと連動するようにこれらのコンポーネントを作成し直す必要があります。既知の重大な変更の詳細な一覧については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54811 を参照してください。
注   これらのコンポーネントが BizTalk Server アセンブリを参照していた場合は、カスタム コンポーネントも再コンパイルする必要があります。
· Beta 2 バージョンから BizTalk Server 2006 にアップグレードすると、MQSeries エージェント COM+ コンポーネントの構成が削除されます。MQSAgent2 COM+ コンポーネントを再インストールするには、CD の Msi¥Program Files¥1033 にある MQSConfigWiz.exe を実行する必要があります。
· MQsagent.dll ファイルがリモートの WebSphere MQ Server にインストールされている場合は、アップグレード後に、リモートの WebSphere MQ Server 上の BizTalk Server 2006 から新しいバージョンの MQ エージェントをインストールする必要があります。
· BizTalk Server 2006 MSMQ アダプタを使用する場合は、アップグレード後に手動でメッセージ キュー サービスを開始する必要があります。
· アップグレード プロセスでは、EDI サブシステム サービス用に 
<DocumentsHome>¥Subsystem フォルダの既存のユーザー権限の設定が保持されます。管理者は既存の環境を評価して、このフォルダに適したユーザー権限の設定を決定する必要があります。セキュリティで保護された展開を行うために、ローカル管理者 (BizTalk Server の管理者グループに属していない管理者) だけにフルコントロールを許可して所有権を割り当て、さらに EDI サブシステム ユーザー グループのメンバには、所有権を与えずに、読み取り/書き込み権限のみを割り当てることをお勧めします ([セキュリティの詳細設定] ダイアログ ボックスの 
[所有者] タブで設定)。
· BizTalk Server 2006 にアップグレードすると、BizTalk Server アイテムを含んでいるアセンブリには、SourceLocation、DestinationLocation、Options などの新しいプロパティが作成されます。ただし、これらのプロパティには <Null> 値が関連付けられています。したがって、
BizTalk Server 2006 で新しい展開機能を使用する前に、これらのプロパティに有効な値を割り当てる必要があります。その操作を行うには、「テクニカル リファレンス付録」の
「展開アップグレード ツール」を参照してください。
BAM に関する考慮事項
· サイズの大きなビジネス アクティビティ監視 (BAM) データベースを使用している場合は、machine.config ファイルで分散トランザクションに関する maxTimeout 値を更新する必要があります。値は次のように更新する必要があります。
<system.transactions>
<machineSettings maxTimeout="23:59:59" />
</system.transactions>
· BizTalk Server 2004 で BAM を使用している場合は、アップグレード後に手動で LiveData ブックを再生成する必要があります。LiveData ブックを再生成するには、次の操作を行います。
1. 次のコマンドを実行して、BAM 定義を取得します。
BM get-defxml MyDef.xml
2. まず Microsoft Excel 2003 を起動し、BAM アドインを選択して、ピボット テーブルを再作成します。手順 1. で作成した MyDef.xml ファイルをインポートし、ピボット テーブルを再作成します。新しい BAM ブックを MyNewBook.xls という名前で保存します。
3. パス <BAMDefinition>¥<Extension>¥<OWC>¥<PivotTableView>¥<PivotTable>¥<PivotView>¥
<Label> の <Caption> にある MyDef.xml ファイルでピボット テーブル名を探して、ピボット テーブルの名前を変更します。次の名前を使用して、MyNewBook.xls のピボット テーブルの名前を変更します。
4. 次のコマンドを実行して、LiveData ブックを再生成します。
BM regenerate-livedataworkbook MyNewBook.xls
注   再生成された LiveData ブックでは、元の LiveData ブックにある Excel アイテム (チャートなど) は再作成されません。これらのアイテムは手動で再作成する必要があります。
· 追跡プロファイル エディタ (TPE) 対応の BAM 追跡 : BizTalk Server 2006 にアップグレードした後に、以前に展開した追跡プロファイルがアップグレードされます。ただし、対応するインターセプタ構成はアップグレードされません。新しくインターセプタ構成された BAM メッセージには、引き続き BizTalk Server 2004 参照があります。対応するインターセプタ構成をアップグレードするには、追跡プロファイル エディタを使用して、アクティビティのプロファイルを取得し、プロファイルを再適用します。
注   Microsoft Operations Manager (MOM) の BAM 統合は、互換性のない形式のため、これらのアクティビティのインスタンスに対して壊れています。
複数コンピュータ環境でのアップグレードに関する考慮事項
· 複数コンピュータ環境では、他のすべての BizTalk Server コンピュータをアップグレードする前に、エンタープライズ シングル サインオン (SSO) 用にマスタ シークレット サーバーがインストールされているコンピュータをアップグレードする必要があります。
· BizTalk サーバーは、次の順序で 1 台ずつアップグレードする必要があります。
1. エンタープライズ シングル サインオンのマスタ シークレット サーバー
2. BizTalk Server ランタイム コンピュータ
3. 残りの BizTalk Server コンピュータ
注   この順序に従わないと、アップグレード プロセスでアップグレードを実行できません。 

アップグレードの実行
次の手順では、インストールされている BizTalk Server 2004 を BizTalk Server 2006 にアップグレードするのに必要な手順と、必要に応じて SQL Server 2000 を SQL Server 2005 にアップグレードする手順について説明します。ここでは、SQL Server 2000 が Windows Server 2003 にローカルにインストールされている状態で、完全インストールが行われた BizTalk Server 2004 (Service Pack 1) を、BizTalk Server 2006 にアップグレードする方法に基づいた手順を説明します。
作業 1:必要なソフトウェアのインストール
この作業では、BizTalk Server 2006 の基本プラットフォームの準備を行います。次の表に、選択した機能に基づいて、BizTalk Server 2006 をインストールする前にインストールまたは更新が必要な依存関係を示します。
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注   .NET Framework 1.1 は、BAM 警告用に SQL Server Notification Services 2.0 (Service Pack 1 適用) をインストールする場合にのみ必要です。
注   Windows SharePoint Services 2.0 は Windows 2000 および Windows XP でサポートされていないため、ビジネス アクティビティ サービスおよび Windows SharePoint Services アダプタ Web サービスは利用できません。
注   インストールが必要なのは、BizTalk Server 2006 コンポーネントの SQL 2000 グループまたは SQL 2005 グループにリストされたコンポーネントだけです。
注   MQSeries エージェント用には、CSD 10 が適用された IBM WebSphere MQ 5.3、または IBM WebSphere MQ 6.0 のインストールのみが必要です。
ステップ 1: Windows Server 2003 Service Pack 1 のインストール
注   Microsoft Windows Server 2003 Service Pack 1 を既にインストールしている場合、この手順を実行する必要はありません。
次の手順で、Windows Server 2003 Service Pack 1 をインストールします。
推定所要時間 : 30 分
	Windows Server 2003 Service Pack 1 のインストール 

	1. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=47392 に移動します。
2. [ダウンロード] をクリックし、ファイルをハード ディスクに保存します。
3. ダウンロードしたパッケージを探し、WindowsServer2003-KB889101-SP1-x86-ENU.exe をダブルクリックします。Windows Server 2003 Service Pack 1 セットアップ ウィザードが起動します。 

注   インストール終了後にコンピュータを再起動します。


ステップ 2: Office Excel 2003 および InfoPath 2003 (Service Pack 2 適用) のインストール
次の手順で、Microsoft Office Excel 2003 および InfoPath 2003 (Service Pack 2) をインストールします。この手順は、ビジネス アクティビティ監視 (BAM) およびビジネス アクティビティ サービス (BAS) を使用する場合のみ必要です。
注   Excel 2003 および InfoPath 2003 を既にインストールしている場合、この手順を実行する必要はありません。
推定所要時間 : 20 分
	Microsoft Office Excel 2003 および InfoPath 2003 (Service Pack 2) のインストール 

	1. CD-ROM ドライブに Microsoft Office 2003 インストール ディスクを挿入します。
2. [プロダクト キー] 画面で、25 文字のプロダクト キーを入力し、[次へ] をクリックします。
3. [ユーザー情報] 画面で、ユーザー名、イニシャル、および組織名を入力し、[次へ] をクリックします。
4. [使用許諾契約書] 画面で、使用許諾契約に同意し、[次へ] をクリックします。
5. [インストールの種類] 画面で、[カスタム インストール] を選択し、[次へ] をクリックします。
6. [カスタム セットアップ] 画面で、[Excel] と [InfoPath] のみを選択し、[次へ] をクリックします。
7. [インストール] をクリックします。
8. [セットアップの完了] 画面で、[完了] をクリックします。
9. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=55034 に移動し、Office 2003 Service Pack 2 をインストールします。
注   Excel 2003 がインストールされていない場合、%System Drive%¥Program Files¥
Microsoft BizTalk Server 2006¥Exceldir の既定の場所に BAM.xla ファイルと KW_User_Guide.chm ファイルがインストールされます。


ステップ 3: Visual Studio 2005 のインストール
次の手順で、Microsoft Visual Studio 2005 をインストールします。
注   BizTalk Server 2004 で開発機能を選択してインストールしていた場合のみ、
Visual Studio 2005 をインストールする必要があります。BizTalk Server 2004 に開発機能がインストールされていなかった場合は、.NET Framework 2.0 をインストールして、アップグレードに進むことができます。.NET Framework 2.0 は、BizTalk Server 2006 セットアップ プログラムによって自動的にインストールされます。または、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=61922 に移動して、インストールできます。
推定所要時間 : 90 分
	Visual Studio 2005 のインストール

	1. CD-ROM ドライブに Visual Studio 2005 インストール ディスクを挿入します。
2. [Visual Studio 2005 のインストール] をクリックします。
3. インストールが開始されたら、[次へ] をクリックします。
4. [スタート ページ] で、使用許諾契約に同意してプロダクト キーを入力し、[次へ] をクリックします。
5. オプション ページで、[カスタム] を選択して、[次へ] をクリックします。
6. [選択した機能をインストールします] の下の [Visual C#] と [.NET Framework SDK] 以外のすべての機能をオフにし、[インストール] をクリックします。
注意   SQL Server 2000 と同じコンピュータに Microsoft SQL Server 2005 Express Edition をインストールしないでください。
注意   SQL Server 2005 と同じコンピュータに Microsoft SQL Server 2005 Mobile Edition をインストールしないでください。
注   .NET Framework SDK は、Visual Studio 2005 Standard Edition では使用できません。
7. [完了ページ] で、[完了] をクリックします。
注   必要に応じて、Visual Studio 2005 製品ドキュメントをインストールできます。
注   インストール終了後にコンピュータを再起動します。


ステップ 4: SQL Server 2000 Service Pack 4 の
インストール
注   SQL Server 2000 Service Pack 4 を既にインストールしている場合、この手順を実行する必要はありません。
次の手順で、SQL Server 2000 Service Pack 4 をインストールします。
推定所要時間 : 20 分
	SQL Server 2000 Service Pack 4 のインストール

	1. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=48932 に移動します。
2. [Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 4] ダウンロード ページでダウンロードするコンポーネントの言語を選択し、[Change] をクリックします。
3. ダウンロード ページを下へスクロールし、SQL2000-KB884525-SP4-x86.EXE をクリックして、ハード ディスク上にファイルを保存します。
4. ダウンロードしたパッケージを探し、SQL2000-KB884525-SP4-x86.EXE をダブルクリックします。
5. C:¥sql2ksp4 にファイルを展開します。
6. C:¥sql2ksp4 に移動し、setup.bat をダブルクリックします。
7. [ようこそ] 画面で、[次へ] をクリックします。
8. [ソフトウェア使用許諾契約] 画面で使用許諾契約の内容を確認し、[はい] をクリックします。
9. [インスタンス名] 画面で、BizTalk Server データベースに適切な SQL Server インスタンスが選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。
10. [サーバーへの接続] 画面で、
[コンピュータに ログオンに使用した Windows アカウント情報 (Windows 認証)] が選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。
注   SA ログインのパスワードを入力しないと、[SA パスワード警告] ダイアログ ボックスが表示される場合があります。SA ログインのパスワードを指定しなくても、パスワードの入力を推奨する警告を明示的に無視することによってインストールとセットアップを続行できます。ただし、セキュリティ上のリスクが大きくなるため、パスワードを指定することをお勧めします。このダイアログ ボックスは、使用する認証モードの種類に関係なく表示されます。
11. [旧バージョンとの互換性チェックリスト] 画面の 
[Microsoft Search をアップグレードし SQL Server 2000 SP4 を適用する (必須)] を選択し、[続行] をクリックします。
注   構成によってはこの画面が表示されない場合もあります。
12. [エラー報告] 画面で、[OK] をクリックします。
13. [ファイル コピーの開始] 画面で [次へ] をクリックします。
注   ファイル コピー プロセスの最後に、マスタおよび msdb データベースをバックアップするように求めるメッセージが表示されます。[OK] をクリックします。
14. [セットアップの完了] 画面で、[完了] をクリックします。


ステップ 5: SQL Server 2000 Analysis Services Service Pack 4 のインストール
注   SQL Server 2000 Analysis Services Service Pack 4 を既にインストールしている場合、この手順を実行する必要はありません。
次の手順で、SQL Server 2000 Analysis Services Service Pack 4 をインストールします。
推定所要時間 : 20 分
	SQL Server 2000 Analysis Services Service Pack 4 のインストール 

	1. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=48932 に移動します。
2. [Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 4] ダウンロード ページでダウンロードするコンポーネントの言語を選択し、[Change] をクリックします。
3. ダウンロード ページの下方へスクロールし、SQL2000.AS-KB884525-SP4-x86.EXE をクリックし、ハード ディスクにファイルを保存します。
4. ダウンロードしたパッケージ SQL2000.AS-KB884525-SP4-x86.EXE をダブルクリックします。
5. C:¥sql2ksp4 にファイルを展開します。
6. C:¥sql2ksp4¥msolap¥install に移動し、setup.exe をダブルクリックします。
7. [ようこそ] 画面で、[次へ] をクリックします。
8. [ソフトウェア使用許諾契約] 画面で、[はい] をクリックします。
9. [エラー報告] 画面で、[OK] をクリックします。
10. [セットアップの完了] 画面で、[完了] をクリックします。
注   インストール終了後にコンピュータを再起動します。


ステップ 6: Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2 のインストール
次の手順で、Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2 をインストールします。この手順は、BizTalk Server 2006 でビジネス アクティビティ サービス (BAS) または 
Windows SharePoint Services アダプタ Web サービスを使用する場合のみ必要です。
注   Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2 を既にインストールしている場合、この手順を実行する必要はありません。
注   Windows SharePoint Services 2.0 は、Windows 2000 Server および Windows XP での実行がサポートされていないため、Windows XP または Windows 2000 Server でアップグレードを実行する場合、この手順を実行する必要はありません。
推定所要時間 : 可変
	Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2 のインストール

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[Windows Update] をクリックします。
2. [Microsoft Windows Update] ホームページで、[高速] をクリックします。利用可能な更新が検索されます。
3. 一覧で [Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2] を選択してインストールします。
注   Windows SharePoint Services 2.0 Service Pack 2 は、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=61912 からダウンロードすることもできます。
注   コンピュータの再起動が必要な場合があります。


#作業 2:プラットフォームの構成
この作業では、プラットフォームを構成します。構成手順を完了してから、BizTalk Server 2006 をインストールする必要があります。
ステップ 1: IIS 6.0 への ASP.NET 2.0 のインストール
次の手順で、ASP.NET 2.0 を Microsoft インターネット インフォメーション サービス (IIS) 6.0 にインストールします。 

注   この手順を実行する前に、.NET Framework 2.0 をインストールする必要があります。注   この手順は、Windows 2000 Server 上の IIS 5.0 または Windows XP 上の IIS 5.1 に対して実行する必要があります。
推定所要時間 : 5 分
	IIS 6.0 への ASP.NET 2.0 のインストール

	1. ASP.NET IIS 登録ツールを使用して、ASP.NET 2.0 をインストールします。この操作を行うには、コマンド プロンプトを開き、%SystemRoot%¥Microsoft.NET¥Framework¥v2.0.50727 に移動して、次のように入力します。
aspnet_regiis.exe -iru
注   BizTalk Server 2004 関連の仮想ディレクトリがある場合は、IIS 6.0 Microsoft 管理コンソールを使用して、ASP.NET のバージョン番号を手動で変更する必要があります。


ステップ 2: ASP.NET 2.0 用の BAS Web サイトの構成
次の手順で、ASP.NET 2.0 用に BAS Web サイトを構成します。この手順は、BizTalk Server 2004 で BAS 機能をインストールしていた場合にのみ必要です。 

推定所要時間 : 5 分
	ASP.NET 2.0 用の BAS Web サイトの構成

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[管理ツール] をポイントして、
[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ] をクリックします。
2. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャで、使用するサーバー、
[Web サイト] の順に展開し、[既定の Web サイト] を右クリックして [プロパティ] をクリックします。
3. [既定の Web サイトのプロパティ] ダイアログ ボックスで [ASP.NET] タブをクリックします。
4. [ASP.NET バージョン] ボックスの一覧で [2.0.50727.0] を選択し、[OK] をクリックします。
5. IIS マネージャを終了します。
注   既定の Web サイト以外の Web サイトで BAS Web サイトを構成している場合は、ASP.NET 2.0 用に、その Web サイトを構成する必要があります。


ステップ 3: ASP.NET 2.0 用への 
Windows SharePoint Services の更新
次の手順で、Windows SharePoint Services 2.0 で使用する ASP.NET バージョンを更新します。
注   Windows XP または Windows 2000 Server でアップグレードを実行する場合、この手順を実行する必要はありません。
推定所要時間 : 5 分
	ASP.NET 2.0 用への Windows SharePoint Services の更新

	1. Windows SharePoint Services Stsadm.exe コマンドライン ツールを使用して、http://localhost の ASP.NET 2.0 を使用するすべてのサイトについて、Web.config ファイルの設定を更新します。この操作を行うには、コマンド プロンプトを開き、%System Drive%¥
Program Files¥Common Files¥Microsoft Shared¥web server extensions¥60に移動して、次のように入力します。
STSADM.exe -o upgrade -url http://localhost -forceupgrade
注   上記のコマンド ラインは、既定の Web サイトにインストールされている
Windows SharePoint Services 2.0 を更新するためのものです。既定の Web サイト以外の Web サイトで BAS を構成している場合は、コマンド ラインの URL 適宜更新します。たとえば、BAS Web サイトがポート番号 5151 の Web サイトで実行されている場合、「STSADM.exe -o upgrade -url http://localhost:5151 -forceupgrade」と入力します。


ステップ 4: SQL Server 共有メモリ プロトコルの無効化
次の手順で、SQL Server の共有メモリ プロトコルを無効化します。
推定所要時間 : 1 分
	SQL Server 2000 の共有メモリ プロトコルの無効化

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft SQL Server] の順にポイントして、[クライアント ネットワーク ユーティリティ] をクリックします。
2. [SQL クライアント設定ユーティリティ] で、[共有メモリ プロトコルを有効にする] チェック ボックスをオフにして [OK] をクリックします。


#作業 3:BizTalk Server 2004 から BizTalk Server 2006 へのアップグレード
この作業では、BizTalk Server 2004 を BizTalk Server 2006 にアップグレードします。
ステップ 1: BizTalk Server 2004 および Windows
 サービスの停止
次の手順で、BizTalk Server 2004 サービスおよび必要な Windows サービスを停止します。
推定所要時間 : 5 分
	BizTalk Server 2004 および Windows サービスの停止

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[管理ツール] の順にポイントして、[サービス] をクリックします。
2. 次のサービスを停止します。
· BizTalk サービス BizTalk グループ : <Application_Name>
· BizTalk ベース EDI サービス
· ルール エンジン更新サービス
· World Wide Web Publishing サービス
重要   BizTalk ベース EDI サービスの [スタートアップの種類] が [無効] に設定されている場合は、[手動] に設定して、サービスが停止されていることを確認します。
注   BizTalk Server アクセラレータがインストールされている場合は、BizTalk アクセラレータ サービスも停止する必要があります。 


ステップ 2: BizTalk Server 2004 データベースおよび 
SQL Server データベースのバックアップ
次の手順で、BizTalk Server 2004 データベースおよび SQL Server データベースをバックアップします。
推定所要時間 : 可変
	BizTalk Server 2004 データベースおよび SQL Server データベースのバックアップ

	1. SQL Server 2000 データベースをバックアップする手順については、
SQL Server 2000 Books Online の「データベースのバックアップ」を参照してください。
2. 次の SQL Server データベースをバックアップします。
· マスタ
· msdb
3. 次の BizTalk Server 2004 データベースをバックアップします。
· BAMArchive

· BAMPrimaryImport

· BAMStarSchema

· BizTalkDTADb

· BizTalkEDIDb

· BizTalkHwsDb

· BizTalkMgmtDb

· BizTalkMsgBoxDb

· BizTalkRuleEngineDb

· TPM

4. 次の SQL Server Analysis Services データベースをバックアップします。
· BizTalkAnalysisDb

· BAMAnalysis


ステップ 3: BizTalk Server 2006 へのアップグレード
次の手順で、BizTalk サーバーを BizTalk Server 2006 にアップグレードします。
推定所要時間 : 可変
	BizTalk Server 2006 のインストール

	1. CD-ROM ドライブに Microsoft BizTalk Server 2006 インストール ディスクを挿入します。BizTalk Server のセットアップ ページが表示されない場合は、インストール CD-ROM のルートにある setup.exe をダブルクリックします。
2. Microsoft BizTalk Server 2006 のインストール ウィザードのページで、
[このコンピュータに Microsoft BizTalk Server 2006 をインストールします。] をクリックします。 

3. [ユーザー情報] ページで、ユーザー名および組織名を入力し、[次へ] をクリックします。
4. [使用許諾契約] ページで、[はい、使用許諾契約に同意します] チェック ボックスをオンにして使用許諾契約に同意し、[次へ] をクリックします。
5. [アップグレードの概要] ページで [次へ] をクリックします。
6. [必要な再配布可能なコンポーネント] ページで 
[必要な再配布可能コンポーネントを Web から自動的にインストールする] を選択します。CAB ファイルを既にダウンロードしている場合は、
[必要な再配布可能コンポーネントを CAB ファイルから自動的にインストールする] を選択し、CAB ファイルを参照して該当するコンポーネントを選択します。[次へ] をクリックします。
再配布可能な CAB ファイルの詳しい一覧については、「再配布可能な CAB ファイル」を参照してください。 

注   再配布可能な CAB ファイルを使用する場合は、CAB ファイルをネットワーク共有にダウンロードすることをお勧めします。インストール中は、BizTalk Server 2006 インストール ディスクを CD-ROM ドライブに挿入したままにしてください。このインストール ディスクから BizTalk Server がインストールされます。
7. [概要] ページで [アップグレード] をクリックして、アップグレード プロセスを開始します。
注   [アップグレード] をクリックする前に、システムにインストールする再配布可能なコンポーネントと、インストールする BizTalk Server 2006 コンポーネントを確認してください。
注   ステップ 1. で示したすべてのサービスを停止し、ステップ 2. で示したすべてのデータベースをバックアップしたことを確認してください。
8. [追跡データベースの削除] ページで [はい] をクリックします。
注   サイズの大きな追跡 (DTA) データベースを使用している場合、アップグレード プロセスにかなりの時間を要する可能性があります。時間がかかるため、DTA データベースを削除することをお勧めします。削除時に、完了したメッセージ インスタンスはすべて、DTA データベースから削除されます。
9. [正常にアップグレードされました。] ページで、[完了] をクリックします。
注   エラー メッセージ「以下にエラーの詳細を示します。機能 EDI の構成のアップグレード コンポーネントが "EDIサブシステム サービスが無効になっています。" を返しました。」が表示された場合、この問題の解決方法については作業 4. のステップ 1. を参照してください。
注   アップグレード プロセスの後、Program Files フォルダ内のフォルダ名は、
Microsoft BizTalk Server 2004 のままになっています。
注   Beta 2 バージョンから BizTalk Server 2006 にアップグレードする前に、メッセージ ボックス データベース内に保留メッセージがあった場合、アップグレードの完了後に同じ BizTalk アプリケーションに送信される新しいメッセージが [アクティブ] 状態になる場合がありますが、これらのメッセージは配信されません。これらのメッセージを配信するには、[アクティブ] 状態のメッセージを手動で保留にして、メッセージを右クリックし、インスタンスを再開するオプションを選択します。
注   アップグレード終了後にコンピュータを再起動します。


作業 4 (省略可能): アップグレード後の構成
この作業では、BizTalk Server 2006 の構成を含め、いくつかのアップグレード後の構成作業を行います。この作業で示されている手順は省略可能です。アップグレード プロセスでエラーが発生した場合、または BizTalk Server 2006 で新しい BAM 機能を使用する場合にのみ、この作業で示す手順を実行する必要があります。 

ステップ 1: EDI リポジトリの再コンパイルと BizTalk
 ベース EDI サービスの再開
エラー メッセージ「以下にエラーの詳細を示します。機能 EDI の構成のアップグレード コンポーネントが "EDIサブシステム サービスが無効になっています。" を返しました。」が表示された場合、アップグレードを行う前に BizTalk ベース EDI サービスが無効にされたことを意味します。EDI スキーマを展開していた場合、EDI サブシステム サービスを手動で開始し、compeif.exe を実行して、リポジトリを再コンパイルする必要があります。再コンパイルが完了したら、EDI サブシステム サービスを再開します。 

注   次の手順を実行する前に、スタートアップの種類を [無効] から [自動] または [手動] に変更する必要があります。
推定所要時間 : 10 分
	EDI リポジトリの再コンパイルと BizTalk ベース EDI サービスの再開

	1. コマンド プロンプトを開き、%Drive%¥Program Files¥
Microsoft BizTalk Server 2004¥EDI¥Subsystem に移動します。
2. 次のように入力して、EDI リポジトリを再コンパイルします。
compeif.exe
3. 次のように入力して、BizTalk ベース EDI サービスを停止します。
net stop "EDI Subsystem"
4. 次のように入力して、BizTalk ベース EDI サービスを再開します。
net start "EDI Subsystem"


ステップ 2: BizTalk Server 2006 の構成
ビジネス アクティビティ監視 (BAM) に組み込まれている新機能を使用する場合は、まず 
SQL Server Notification Services 2.0 (Service Pack 1) をインストールしてから、
BizTalk Server 2006 で BAM 機能をインストールして構成します。
次の手順で、SQL Server Notification Services 2.0 (Service Pack 1) をインストールします。
注   SQL Server Notification Services 2.0 (Service Pack 1) をインストールするには、
SQLXML 3.0 (Service Pack 3) をインストールする必要があります。
注   SQL Server Notification Services をインストールするには、SQL Server サービスと 
SQL エージェントが実行されている必要があります。
推定所要時間 : 10 分
	SQL Server Notification Services (Service Pack 1) のインストール

	1. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=62108 に移動します。
2. [Notification Services 2.0 Service Pack 1] ダウンロード ページの [Enterprise Edition] で、ダウンロードする言語を選択し、[Go] をクリックします。
注   または、Standard Edition をインストールすることもできます。
3. MSSQLNS20SP1.Ent.exe をダウンロードしてハード ディスクに保存します。
4. MSSQLNS20SP1.Ent.exe をダブルクリックします。
5. [ようこそ] 画面で、[次へ] をクリックします。
6. [使用許諾契約] 画面で [使用許諾契約書に同意します] を選択し、[次へ] をクリックします。
7. [ユーザー情報] 画面でユーザー名と組織名を入力し、
[このコンピュータを使用するすべてのユーザー] を選択し、[次へ] をクリックします。
8. [カスタム セットアップ] 画面で、すべての機能をインストールするように選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。
注   BAM 警告を構成するコンピュータには、少なくともエンジン コンポーネント、クライアント コンポーネント、およびデータベース コンポーネントをインストールする必要があります。
9. [データベース コンポーネントのセットアップ] 画面で SQL サーバーを選択し、[次へ] をクリックします。
10. [SQL Server ログイン情報] 画面で、[Windows 認証] を選択し、[次へ] をクリックします。
11. [プログラムのインストール準備の完了] 画面で [インストール] をクリックします。
12. [インストール ウィザードの完了] 画面で [完了] をクリックします。
13. http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=59065 に移動します。
14. Notification Services 2.0 Service Pack 1 のパッチをダウンロードし、ローカル ハード ディスクに保存します。
15. SQL200.NS.Ent-KB910020-x86.exe をダブルクリックします。
16. [実行] をクリックします。
17. [使用許諾契約] 画面で [使用許諾契約書に同意します] を選択し、[更新] をクリックします。
18. [完了] をクリックします。


次の手順で、新しい BAM 機能をインストールし、BizTalk Server 2006 の構成ウィザードを使用して機能を構成します。
推定所要時間 : 15 分
	BizTalk Server 2006 での BAM 機能のインストールと構成

	1. 新しい BAM 機能をインストールするには、次の操作を行います。
a. [スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をポイントして、
[プログラムの追加と削除] をクリックします。
b. 一覧で [Microsoft BizTalk Server 2006] を選択して、[変更と削除] をクリックします。
c. [プログラムのメンテナンス] ページで、[変更] を選択し、[次へ] をクリックします。
d. [コンポーネントのインストール] ページで、[ポータル コンポーネント] を展開し、
[ビジネス アクティビティ監視] を選択します。
e. [コンポーネントのインストール] ページで [追加ソフトウェア] を展開し、
[SQL Notification Services 用 BAM 警告プロバイダ] を選択します。
f. [次へ] をクリックします。
g. [概要] ページで [インストール] をクリックします。
h. [インストールの完了] ページで [完了] をクリックします。
2. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft BizTalk Server 2006] の順にポイントして、[BizTalk Server 構成] をクリックします。
3. [グループ] を選択します。 

4. [BizTalk 管理ロール] ボックスに、BizTalk Operators グループの Windows グループ名 
(たとえば、BizTalk Server Operators) を入力します。この Windows グループは、既に作成されている必要があります。Windows グループおよびサービス アカウントの詳細については、BizTalk Server 2006 ヘルプの「BizTalk Server の Windows グループ アカウントとユーザー アカウント」を参照してください。
5. [BAM 警告] 機能を選択します。
6. [ビジネス アクティビティの監視 – 警告] ページで、
[BAM 警告の SQL Notification Services を有効にする] チェック ボックスをオンにします。
7. [BAM Notification Services ユーザー] にサービス アカウント (たとえば、BAM Notification Services ユーザー) を入力します。このアカウントのパスワードを入力する必要があります。残りの値は既定のままにします。
8. [構成の適用] をクリックします。
9. [概要] ページで、適用する構成を確認し、[次へ] をクリックします。
10. [完了] ページで、[完了] をクリックします。


作業 5 (省略可能): SQL Server 2000 から 
SQL Server 2005 へのアップグレード
この作業では、BizTalk Server 2006 データベースをホストする Microsoft SQL Server 2000 を
SQL Server 2005 にアップグレードします。計画、アップグレードの考慮事項、および移行の詳細については、SQL Server 2005 Books Online の「SQL Server 2005 へのアップグレード」を参照してください。BAM 警告をインストールして構成している場合は、アップグレード プロセスで、
SQL Server Notification Services 2.0 から SQL Server 2005 Notification Services への移行も行います。
注   SQL Server 2000 から SQL Server 2005 へのアップグレードで、ユーザー ログインとロールを再作成する必要があります。
ステップ 1: BizTalk Server 2006 サービスの停止
次の手順で、BizTalk Server 2006 サービスを停止します。
推定所要時間 : 5 分
	BizTalk Server 2006 サービスの停止

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[管理ツール] の順にポイントして、[サービス] をクリックします。
2. 次のサービスを停止します。
· BizTalk サービス BizTalk グループ : <Application_Name>
· BizTalk ベース EDI サービス
· ルール エンジン更新サービス
· エンタープライズ シングル サインオン サービス


ステップ 2: BizTalk Server 2006 データベースおよび 
SQL Server データベースのバックアップ
次の手順で、BizTalk Server 2006 データベースおよび SQL Server データベースをバックアップします。
推定所要時間 : 可変
	BizTalk Server 2006 データベースおよび SQL Server データベースのバックアップ

	1. SQL Server 2000 データベースをバックアップする手順については、
SQL Server 2000 Books Online の「データベースのバックアップ」を参照してください。
2. 次の SQL Server データベースをバックアップします。
· マスタ
· msdb
3. 次の BizTalk Server 2006 データベースをバックアップします。
· BAMAlertsApplication

· BAMAlertsNSMain

· BAMArchive

· BAMPrimaryImport

· BAMStarSchema

· BizTalkDTADb

· BizTalkEDIDb

· BizTalkHWSDb

· BizTalkMgmtDb

· BizTalkMsgBoxDb

· BizTalkRuleEngineDb

· SSODB

4. 次の SQL Server Analysis Services データベースをバックアップします。
· BizTalkAnalysisDb
· BAMAnalysis
注   実際にバックアップが必要なデータベースは、構成した機能によって異なります。


ステップ 3: アップグレードする Notification Services の
準備
次の手順で、BAM 警告 Notification Services インスタンスを無効にし、登録解除して停止します。BAM 警告機能をインストールして構成していない場合、この手順を実行する必要はありません。
注   Microsoft SQL Server 2005 のセットアップでは、Notification Services 2.0 のインスタンスは自動的にはアップグレードされません。ユーザーがデータベース エンジンをアップグレードし、Microsoft SQL Server 2005 Notification Services をインストールして、Notification Services のインスタンスを移行します。
推定所要時間 : 15 分
	Notification Services をアップグレードする準備

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、
[Microsoft SQL Server Notification Services 2.0 SP1] の順にポイントして、
[Notification Services コマンド プロンプト] をクリックします。
2. コマンド
「nscontrol disable -name BAMAlerts」を入力して、インスタンスを無効にします。
3. コマンド
「net stop NS$BAMAlerts」を入力して、インスタンスを停止します。
4. コマンド
「nscontrol unregister -name BAMAlerts」を入力して、インスタンスの登録を解除します。
5. [Notification Services コマンド プロンプト] ウィンドウを閉じます。


ステップ 4: データベース エンジンおよび 
Analysis Services のアップグレード
次の手順で、データベース エンジンおよび Analysis Services をアップグレードします。
注   旧バージョンの Office Web コンポーネント (OWC) がインストールされている場合は、SQL Server 2005 をインストールする前にこれらのコンポーネントを削除する必要があります。SQL Server 2005 のインストール時に最新バージョンの OWC がインストールされます。
注   SQL Server 2005 にアップグレードした後、コマンド プロンプトから 
bm.exe migrate-sql -From:sql2000 -To:sql2005 を実行する必要があります。それによって、BAM 分析データベースと SSIS パッケージが作成されます。また、このコマンドを実行すると、BAM 管理者のロールが BAM 分析データベース内に作成されます。BizTalk Server 管理者グループ内のアカウントがキューブを配置できるように、BizTalk Server 管理者グループを BAM 管理者ロールに追加する必要があります。
注   SQL Server 2000 Analysis Services では、ディメンション レベルが、Error または Name というエイリアスを参照する場合があります。SQL Server 2005 Analysis Services では、これらの語は予約されています。OLAP キューブ上にカスタム BAM ビューが配置されている場合、アップグレードが失敗する可能性があります。この問題を回避するには、アップグレードする前に、Excel でエイリアス名を変更するか、XML でその Alias 要素の Name 属性を変更します。
推定所要時間 : 可変
	データベース エンジンおよび Analysis Services のアップグレード

	1. CD-ROM ドライブに SQL Server 2005 インストール ディスクを挿入します。
SQL Server 2005 のセットアップ ページが表示されない場合は、インストール CD-ROM のルートにある setup.exe をダブルクリックします。
2. [使用許諾契約書] 画面で、使用許諾契約に同意し、[次へ] をクリックします。
注   必要なコンポーネントが存在しない場合は、SQL Server 2005 コンポーネント アップデータでインストールできます。
3. [必要なコンポーネントのインストール] 画面で [次へ] をクリックします。
4. [Microsoft SQL Server インストール ウィザードにようこそ] ページで [次へ] をクリックします。
5. [システム構成チェック] ページで、続行する前にエラーがないことを確認し、[次へ] をクリックします。
6. [登録情報] ページで [次へ] をクリックします。
7. [インストールするコンポーネント] ページで、[SQL Server データベース サービス] および [ワークステーション コンポーネント、Books Online、および開発ツール] を選択します。ビジネス アクティビティ監視 (BAM) 機能を使用する予定の場合は、次のコンポーネントを選択します。
· Analysis Services

· Notification Services

· Integration Services

注   BizTalk Server 追跡分析データベースを SQL Server 2005 Analysis Services で使用することはできません。
注   Reporting Services コンポーネントのインストールは省略可能です。
8. [次へ] をクリックします。
9. [インスタンス名] ページで、[既定のインスタンス] を選択し、[次へ] をクリックします。
注   名前付きインスタンスをアップグレードするには、コンピュータに名前付きインスタンスが存在している必要があります。
10. [既存のコンポーネント] ページに、コンピュータにインストールされている SQL Server コンポーネントが一覧表示されます。[SQL Server Database Services 8.00.2039] および 
[Analysis Services 8.0.2039.0] のチェック ボックスをオンにし、[次へ] をクリックします。
11. [ログオン情報のアップグレード] ページで、[Windows 認証モード] を選択し、[次へ] をクリックします。
12. [サービス アカウント] ページで、SQL Server サービスにログイン アカウントを割り当てます。[ドメイン ユーザー アカウントを使用する] が選択されている場合、ローカル アカウントまたはドメイン アカウントおよびパスワードを入力します。[次へ] をクリックします。
13. [照合順序の設定] ページで、既定値をそのまま設定し、[次へ] をクリックします。
14. [エラーと使用状況レポートの設定] ページで、既定値をそのまま設定し、[次へ] をクリックします。
15. [インストールの準備完了] ページで、情報を確認し、[インストール] をクリックします。
16. [セットアップの進行状況] ページで、セットアップが終了してから [次へ] をクリックします。
17. [Microsoft SQL Server 2005 セットアップの完了] ページで、[完了] をクリックします。
注   アップグレード終了後にコンピュータを再起動します。
注   SQL Server 2005 Books Online の「データベース エンジンのアップグレード」に示されているアップグレード後の作業を SQL Server 2005 で実行することをお勧めします。


ステップ 5: Notification Services の移行
次の手順で、BAM 警告 Notification Services インスタンスを SQL Server 2005 Notification Services インスタンスに移行します。BAM 警告機能をインストールして構成していない場合、この手順を実行する必要はありません。
推定所要時間 : 15 分
	Notification Services の移行

	1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft SQL Server 2005]、
[構成ツール] の順にポイントして、[Notification Services コマンド プロンプト] をクリックします。
2. 次のコマンドを入力して、インスタンスを登録します。
nscontrol register -name BAMAlerts -server SQLServerName -service -serviceusername username -servicepassword password
注   SQLServerName、username、および password を実際の値に置き換えてください。
注   SQL Server 認証を使用する場合は、引数 –sqlusername および –sqlpassword も指定する必要があります。
3. 次のコマンドを入力して、インスタンスのメタデータを修復します。
nscontrol repair -name BAMAlerts -database BAMAlertsNSMain -schema dbo
4. 次のコマンドを入力して、インスタンスとアプリケーション データをアップグレードします。
nscontrol upgrade -name BAMAlerts
5. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft SQL Server 2005] の順にポイントし、[SQL Server Management Studio] をクリックします。
6. [接続] をクリックします。
7. オブジェクト エクスプローラで、[データベース] を展開します。
8. [BAMAlertsNSMain] を右クリックし、[新しいクエリ] をクリックします。
9. 次のように入力して、F5 キーを押します。
UPDATE NSVersionInfo
SET NSVersionMajor=9, NSVersionMinor=0, NSVersionBuild=242, NSVersionRevision=0
WHERE VersionId=2 AND UpdateDescription='Upgraded'
10. [BAMAlertsApplication] を右クリックし、[新しいクエリ] をクリックします。 

11. 次のように入力して、F5 キーを押します。
UPDATE NSVersionInfo
SET NSVersionMajor=9, NSVersionMinor=0, NSVersionBuild=242, NSVersionRevision=0
WHERE VersionId=2 AND UpdateDescription='Upgraded'
12. コマンドライン ツールに戻り、次のコマンドを入力して、BAMAlerts インスタンスの .adf と .icf をエクスポートします。
nscontrol export -name BAMAlerts -out C:¥
13. [Notification Services] を展開し、[BAMAlerts] を右クリックして、[更新] をクリックします。
14. [構成ファイル] 画面で [参照] をクリックします。C:¥ にエクスポートした .icf ファイルまで移動して選択します。[更新] をクリックします。
15. [OK] をクリックすると .adf ファイルが更新されます。
16. [BAMAlerts] を右クリックし、[有効] をクリックします。 

17. [BAMAlerts] を右クリックし、[開始] をクリックして Notification Services インスタンスを開始します。


テクニカル リファレンス付録
このセクションでは、BizTalk Server 2006 にアップグレードするための技術的な情報について説明します。
展開アップグレード ツール
BizTalk Server 2006 にアップグレードした後、AppDeploymentUpgrade.exe ツールを使用して既存の BizTalk Server 2004 アイテムに SourceLocation、DestinationLocation、および Options プロパティを設定できます。このツールは、%System Drive%¥Program Files¥
Microsoft BizTalk Server 2006¥SDK¥Utilities¥AppDeploymentUpgrade にあります。
これを行うには、次の手順を実行します。
1. データベースのマニフェストを生成します。
· [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。プロンプトで「cmd」と入力し、[OK] をクリックします。
a. コマンド プロンプトで、%System Drive%¥Program Files¥
Microsoft BizTalk Server 2006¥SDK¥Utilities¥AppDeploymentUpgrade に移動します。
b. 次のコマンドを入力します。
AppDeploymentUpgrade.exe GENERATE <Filename> <Application> <Server> <Database>
Filename には、生成するファイルの名前を指定します。Application には、マニフェストを生成するアプリケーションの名前を指定します。Server には、データベースが実行されるサーバーの名前を指定します。Database には、指定したサーバー上のデータベースの名前を指定します。コマンドは次のようになります。
AppDeploymentUpgrade.exe GENERATE "C:¥Out.xml" "MyApplication" “Localhost" "BizTalkMgmtDB"
2. メモ帳などのテキスト エディタを使用して、生成されたファイルを編集し、新しい値を指定します。また、次の要素の値を変更して、環境に合った値を適用します。
· SourceLocation:BizTalk アセンブリ ファイルの場所とファイル名。
· DestinationLocation:BizTalk アプリケーションのインストール時に BizTalk アセンブリ ファイルのコピー先となるコンピュータ上の場所。
· Option:op1、op2、op3 のように指定します。このオプションの有効な値は、GacOnAdd、GacOnImport、および GacOnInstall です。
注   オプション GacNow、GacUtil、および UpdateGacOnImport は互換性のために残されています。
3. 変更したファイルを使用してデータベースを更新します。次のコマンドを実行すると、前の手順で変更したファイルを使用して BizTalk Server 管理データベースを更新できます。
AppDeploymentUpgrade.exe UPDATE <Filename>
Filename には、管理データベースに入力される値を含むファイルの名前を指定します。ファイルの生成時に指定されるサーバー名とデータベース名を使用して、更新が作成されるサーバーおよびデータベースの名前を決定します。コマンドは次のようになります。
AppDeploymentUpgrade.exe UPDATE "C:¥Out.xml"
再配布可能な CAB ファイル
このセクションには、再配布可能な CAB ファイルへのリンクが含まれています。
· 再配布可能な CAB ファイルをダウンロードするには、次の手順を実行します。
1. Windows オペレーティング システムのロケールと一致する CAB ファイルを探します。
2. Ctrl キーを押しながら、リンクをクリックします。
3. ダイアログ ボックスで [OK] をクリックして、ファイルを開きます。
4. [ファイルのダウンロード] ダイアログ ボックスの [保存] をクリックします。
5. 指定した場所に CAB ファイルを保存します。
· CAB ファイルには、次のソフトウェアが含まれています。
· Microsoft Office Web Components (OWC) 11 

· Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.8 SP1 

· Microsoft XML Core Services (MSXML) 3.0 SP7

· Microsoft XML Core Services (MSXML) 6.0

· SQLXML 3.0 SP3 

· Microsoft .NET Framework 2.0

· ADOMD.NET 8.0

· ADOMD.Net-KB893091-v8.00.0991-x86.EXE

· ADOMD.NET 9.0
· 次の表に、Windows Server 2003 CAB ファイルへのリンクを示します。
	言語
	リンク

	CN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54666

	DE
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54667

	EN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54668

	ES
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54669

	FR
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54670

	IT
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54671

	JA
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54672

	KO
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54673

	TW
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54674


· 次の表は、Windows 2000 Server CAB ファイルへのリンクの一覧です。
	言語
	リンク

	CN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54693

	DE
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54694

	EN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54695

	ES
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54696

	FR
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54697

	IT
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54698

	JA
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54699

	KO
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54700

	TW
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54701


· 次の表は、Windows XP CAB ファイルへのリンクの一覧です。
	言語
	リンク

	CN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54684

	DE
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54685

	EN
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54686

	ES
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54687

	FR
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54688

	IT
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54689

	JA
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54690

	KO
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54691

	TW
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=54692


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

このドキュメントに記載されている情報 (URL 等のインターネット Web サイトに関する情報を含む) は、将来予告なしに変更することがあります。特に記載のない限り、例として使用される企業、組織、製品、ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人物、場所、およびイベントはすべて架空のものです。実在する企業、組織、製品、ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人物、場所、またはイベントとは一切関係ありません。お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 
Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。 

マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
©2006 Microsoft Corporation.All rights reserved.

Microsoft、MS-DOS、Windows、Windows Server、Windows Vista、BizTalk、Excel、InfoPath、SharePoint、
Visual C#、Visual Studio は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
記載されている会社名、製品名には、各社の商標のものもあります。 
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